
教員養成課程における指揮法での ICT 活用

―授業外学習創出の成果と課題―

白岩　洵

Utilizing ICT for Conducting Class in Teacher Training Courses:
The Effectiveness and Problems in Creating of Learning Activities Outside the Classroom

SHIRAIWA Jun
（Received August 3, 2023）

キーワード：指揮、ICT、教員養成課程

はじめに

2020 年、新型コロナウィルスの流行による授業対応においては、筆者担当の「指揮法」においても多分

に漏れず完全にオンライン対応のみで授業を終えた。本来的に指揮と奏者による相互のコミュニケートを前

提に授業設計しているため、Web 会議システムを用いた授業では、幾ら工夫を凝らそうとも「”生身の奏者

の前で指揮を振ってみたかった”という意見が最も多く寄せられた」（白岩，2021）という実態からも分か

るように、非常に課題の多い取り組みとなってしまった。ただ、指導する側としては、このオンラインの取

り組みについて「基礎動作の習得に寄与することが期待できる」（白岩，同）と肯定的な要素も感じていた。

教員養成課程での指揮法において、指導上の難しさとは何か。吉田（2017）も書くように「指揮の指導は，

指導者と学習者による「1 対 1」での個人レッスンが理想的であるが、（中略）時間的な問題から「1 対多」

の形態での指導を余儀なくされる」。これは本学においても同様である。受講生それぞれの課題に対して個

別指導も行うが、全体の授業時間と到達目標を前提にすると個別指導に多くの時間を割く事は困難であると

言わざるを得ない。また、これまで本授業を 7年担当しているが、一部吹奏楽部等での学生指揮経験者を除

き、半数以上の受講生は指揮について未経験である。指揮に関する経験のなさに加え、楽器の学習と異なり

指揮それ自身では発音を伴わない点は、彼らの自己学習を非常に困難にさせていると感じていた。

そういった実態に対して、学習者それぞれの課題に寄り添う、あるいは自己学習の機会を提供することが

できるのではないかと考え、対面授業に戻った現在においても ICT の活用を継続している。2021 年度の実

践では、対面授業にもかかわらず ICT 活用の比重を高めたために「対面授業にも関わらず実践の機会が損な

われてしまう」（白岩，2022）事態に陥ってしまった。以上の点を反省し、現行の ICT 活用は授業外学習に

重点を置き実施をしている。

ICT を活用した指揮法に関して、国内教員養成課程におけるこれまでの実践研究では、志民ら（2016）に

よるモーションキャプチャを用いた指揮法指導が上げられる。当該研究ではKINECTで作成したアニメーショ

ンを通して、指揮における身体の動かし方について学習者自身で改善に繋げていくモデルを提案している。

受講生の自己学習へ繋げる観点は本研究と共通しているが、特定のデバイスを使用しなくてはならない点は、

授業外学習として採用するには相当に険しい。吉田（2017）の実践では、当該授業のまとめとして撮影した

動画を用い、動画の鑑賞と教員とのコメントのやり取りを行う、授業外学習のモデルを提案している。当該

実践は導入のしやすさが魅力だが、本研究においては授業外においても実際に指揮を行う体験を重視したい。

そういった面から言えば、吉田（2020）がコロナ禍において実践した「課題動画提出」の方が本実践との共

通点がある。吉田が受講生同士の相互視聴を強く意識しているのに対して、本実践の主眼はあくまでも個別

指導の延長として位置付けている点が大きな違いである。

本研究では、「指揮法」において授業外学習として課している「動画での基礎指導」「アフレコ動画の作成」

山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第56号（2023.10）

−245−



の二つの実践について紹介し、2023 年度に実施した両取り組みを対象に、課題提出時のコメントと受講生

へ実施したアンケートを考察した上で成果と課題を明らかにしたい。

１．本授業について

本授業は全 15 回、カリキュラム上大きく２つのパートで構成している。カリキュラム前半では「（指揮に

おける）基本動作の習得」、カリキュラム後半では「指揮の実践」をテーマとしている。

「基本動作の習得」については、斎藤秀雄著『指揮法教程』から「間接運動＊ 1」の習得を中心に据えてい

る。筆者は指揮動作について、音楽を導く肉体言語、および運動による言語表現と定義する。斎藤秀雄は指

揮の基本動作として「たたき」「しゃくい」「平均運動」という３つの間接運動を提案している。（打点の角

度を含む）図形＊ 2 とスピードに明確な性格づけを行っている点は、「運動による言語表現」を理解する上で

今日においても有効であり、こと指揮初学者の学習においてその価値は高いと考える。なお、筆者の執筆し

た 2020 年および 2021 年の実践報告書においては、同内容を指し「基礎動作」としていたが、本稿において

は「基本動作」という呼称で統一をする。

「指揮の実践」においては、楽曲分析を通してこれまでの基本動作と音楽表現をどう結びつけるのか、相

手に伝わりやすい指揮とは何かという点を、相互に奏者と指揮者を担当する実践形式で学んでいく。またダ

イナミクスやテンポの変化、場合によって直接運動＊ 3 など、実践教材を用いて適宜指導を行っている。

2023 年度、本授業の受講生概要は次のとおりである。受講生は全７名、うち指揮経験者は３名であった。

２．ICT 活用事例

本項においては 2023 年度に授業外学習として実践した ICT の活用事例を紹介する。いずれの実践も受講

生が指揮に関する動画を作成し、期限内に提出することを課した。プラットフォームとして用いている Web

サービスは“Google Classroom”である。次項以降では具体的な取り組みについて、それぞれの手順、また

各実践において限定的に活用している Web サービス等についても紹介を行いたい。

なお本実践についてはスマートフォンやパソコンの使用を念頭に設計している。今年度の受講生が動画撮

影や動画作成にあたっての使用した機材は以下の通りである。

２－１　動画での基礎指導

本実践はカリキュラム全体の前半「基本動作の習得」において７回実施した。その週にテーマとなった基

本動作を題材に、テンポと小節数を指定し、受講生自身で指揮の動画撮影と提出を課した。その際に、以下

の事項を遵守することを徹底した。

遵守事項については、前年までの実践において撮影するカメラの角度の問題で、受講生の実像を正確に

把握することが困難であったことを反省し、今年度の実践より採用した。受講生の課題提出先は Google 

Classroom に設けた提出用ページである。

器楽や歌唱など音楽学習にいては、録音・録画によって学習者自身が振り返りを行うことは一般的な練習

方法である。指揮においても有効であることは想像に難くないだろう。しかし、撮影した動画を振り返るに

あたって、受講生自身の観点が曖昧であれば、その学習効果も半端なものに終わってしまうだろう。本実践

においては、動画を通じた指導によって受講生への個別の課題に寄り添うと共に、指揮を振り返る際の観点
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を提供することを意図した。

指導にあたっては、「テキスト」「画像」「動画」の３種類の方法があり、ひとつあるいは複数を組み合

わせながら受講生へ指導を行った。なお、指導の際は Google Classroom ではなく Google Chat を使用し

た。本来であれば課題の提出先である Google Classroom にプラットフォームを限定できればよかったが、

Google Classroom 上で指導側が応答する際は画像や動画の投稿ができなかったため、やむを得ず Google 

Chat との併用することとした。

「テキスト」については、提出された動画に関して、Google Chat 上のコメントで個別に指導を行った。

文章のみの場合、修正すべきポイントが少ない場合に用いる傾向があった。多くの場合は下記の画像や動画

と併せて用い、画像や動画への補足説明として活用した。

「画像」については、提出のあった動画を画像化し、画像に対してさらに線を加え指導を行った【画像１】。

この線とは指揮における図形を指し示したものである。例えば受講生自身の図形を画像上に書き込むことで

図形が歪な点を指摘する。または修正してほしい図形を書き込んだ。基本動作の習得にあたっては図形に関

する指導が中心になるため、最も選択する機会が多かった。画像への書き込みはデザイン作成に特化した

Web サービス Canva を使用した。

「動画」では、受講生の問題点について、筆者自身が指揮を実演し解説する動画を新規に作成した。「文章」

や「画像」と比較すると使用した回数は少なく、３回に留まった。

【画像 1】画像による指導の一例

２－２　アフレコ動画の作成

「アフレコ動画の作成」の手順は次のとおりである。課題曲に対して指揮のプランニングを行った上で、

指揮の動画を撮影する。自身の指揮をする動画を見ながら、受講生は任意の楽器（歌声も含む）での演奏音

声を動画に重ねて収録をする。動画を提出する際に、自身の作成した動画を見返した上で、感想を添えるこ

とも課題とした。

動画作成について、受講生へ解説するにあたっては、Apple 社製のデバイスに標準装備されている「iMovie」

や Windows PC に標準装備されている「ビデオエディター」を用いた方法を提案している。両ソフトとも入

手のハードルが低い点と、動画を流しながらリアルタイムでアフレコすることが容易である点から採用して

いる。特に iPhone のユーザであれば、標準のアプリケーションを用いスマートフォンのみで完結できるこ

とは大きな利点である。

「動画での基礎指導」は指導者が寄り添う形での指導と観点の提供を行なっていたが、本実践は擬似的な
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コミュニケートを通し、奏者の観点を持ち自身の動画の振り返りを行う。その振り返りの機会を提供するこ

とによって、改善すべき点を自ら発見することを意図している。応答は Google Classroom を用い、テキス

トのみで行なった。

本実践はカリキュラム後半に計2回実施をした。第１週目は中田喜直作曲「夏の思い出」、第２週目ではE.カ

プア作曲「O sole mio」を課題とした。両課題ともに授業内で事前学習を行った上で臨んでいる。

３．アンケート分析

本項においては受講生に実施したアンケートの記述と、「アフレコ動画の作成」については課題提出時の

コメントを加え、それぞれの実践に対して分析と考察を行いたい。アンケートについては７月 25 日から 28

日までの期間、Google Forms を使用し回答を依頼した。なお、次項以降に掲載するアンケート結果につい

ては視認性の観点から分類を行っている。

３－１　「動画での基礎指導」に関するアンケート結果の考察

動画を用いた点について、効果的な側面として比較的多くの意見が寄せられた。「添削してくださったこ
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とも動画を見返しながらだとより理解しやすかった」というコメントは、当初の狙いである観点の提供と学

習者自身が動画を改めて振り返るという行程が成立した様子が窺える。「動画撮影することで自分の動作を

フィードバックすることができる」というコメントのように、こちらの観点の提供に関わらず、受講生によっ

て動画撮影と振り返りの循環が生じている可能性も感じさせる。また大学で提供しているシステムよりも、

Google Classroom や Google Chat の扱いやすさを、効果的であるとしたコメントが多かった点も特徴と言

えるだろう。

しかし、効果的であるという意見もあった一方、非効果的な側面として Google Chat について使いづらい

という意見も多く寄せられた。Google Chat はいわゆるメッセージングアプリであり、複雑な操作も必要な

い。スマートフォンにアプリケーションをダウンロードさえすれば、使用について問題がないものと想定し

ていた。だが、新しくアプリケーションをダウンロードすることや、「通知が来ない」などアプリケーショ

ンの設定の時点で躓いている様子が窺える。LINE など既に普及しているアプリケーションを使用したなら、

このような意見は上がらなかった可能性がある。また、動画をアップロードする際に手間取った点を上げる

など、使用するアプリケーションに対してアクセシビリティを求めている可能性が高い。対面指導の方が実

践的であるという指摘については、本実践があくまで授業の補助的な役割であるため仕方のない面はあるが、

受講生の段階に合わせた指導、あるいは指導時に用いるメディアの工夫など、改善の余地はあったかもしれ

ない。

３－２　「アフレコ動画の作成」に関する課題提出時のコメントへの考察
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上記課題提出時のコメントでは、自身の課題の発見と改善案の提示、テンポや強弱など複合的な要素への

着眼点など、全体的に内容のある省察になっていることがわかる。本実践で意図していた「振り返りの機会

を提供することによって、改善すべき点を自ら発見する」という点は達成できていると言えるのではないだ

ろうか。事前にプランニングを行ったこと、また演奏者としての視点を持ったことが有機的に作用している

ことが窺える。

３－３　「アフレコ動画の作成」に関するアンケート結果の考察

効果的な側面としては、「実際に演奏することで、どのように振ったら演奏しやすいかを考えることがで

きた」など、演奏者の視点をもって自身の指揮について省察を行ったことを、提出のあった全てのコメント

が共通して上げていた。受講生自身の実感としても、演奏者の視点で振り返ることでより深い省察に繋げて

いた事がわかる。アンケート結果によっても、課題提出時のコメントから観測されたのと同様の傾向を見る

ことができた。

非効果的な側面としては、ただ動画を撮るだけであった「動画での基礎指導」と比較して、本実践では作

業量が多くなるために、受講生らが負担感を感じていたことが窺える。「指揮の動画を再生する媒体と、自

分の演奏を録音する媒体が必要である」については、なるべく同じデバイス内で完結できるように設計し、

手順を説明したつもりだったが、内容を伝えきれていなかったことは授業進行上の反省点である。また、本

実践における手続きの煩雑さという面は大きな課題と言わざるを得ない。そして、本実践に関する根本的な

疑義のコメントについて、指揮活動が本質的に奏者とのコミュニケートを持って成立することを思うと、本
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実践と受講生の考える指揮活動とのイメージの乖離によって起こってしまった反応であると推測する。本実

践の根本は授業外の活動を通した学習の補助と支援である。コメントについて重く受け止め、ICT を用いた

代替的な活動においても、受講生が意義を感じられるような設計を目指していきたい。

おわりに

本稿にて研究対象とした動画作成を中心とした二つの授業外学習の実践について、課題提出時のコメント

と受講生へ実施したアンケートの考察を通し、受講生が自らの指揮を省察する観点の共有を経て、改善点を

自身で発見できるほど深い省察へと学習態度が段階的にステップアップしていったことがわかる。当初に意

図していた目標について、本実践においては達成できたと言っても過言ではないだろう。

しかし、本実践で活用した Web サービスおよびアプリケーションについて、利便性の高さから肯定的なコ

メントがある一方、恒常的に使用しているアプリケーションではないため設定で躓いているようなコメント

や、Google Classroom と Google Chat の併用が煩雑であるとのコメントが見られた。また、こちらから提

案した動画の制作手法について、作業量の多さから負担感を覚えているコメントも散見された。別項にてア

クセシビリティと形容したが、利便性、手軽さ、身近さが阻害されている状態は、明らかに学習機会の妨げ

と言えるだろう。場合によっては作業量と学習効果が見合わないと感じる受講生がいても不思議ではない。

また、指導する側にとっても抱えられる業務量の上限という観点から、負担感や作業量の問題は重要である。

筆者としても使用するプラットフォームが統一できず、Google Classroom と Google Chat を併用した点に

ついて、作業の煩雑さは否めなかった。

今後の ICT を用いた授業外学習の実施にあたっては、ICT の活用によって発生する学習上の阻害要因を取

り除く、あるいは軽減させる必要がある。使用を控えるような消極的な発想ではなく、ICT 技術の発展と活

用にあたってのアイディアを通して、その達成を目指したい。以上をもって本研究の成果と課題としたい。

注

１　「点の前にその点に対して（向って）予備的意義を持つ連続した運動（点前運動）があるもの」（斎藤，

2010）p.22

２　指揮運動において、打点と打点を結ぶ軌跡およびその全体を指す。

３　「点の前にその点を暗示する点前運動が行われていないもの。即ち、点に於いて新たに運動が起こるもの」

（斎藤，2010）p.22
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